
竈
の
滝 

滝
行
法
次
第 

仏
式 

一 

白
装
束
に
着
替
え
ま
す
。 

 

二 

滝
場
へ
行
き
、
お
酒
の
蓋
を
開
け
、
滝
場
の
不
動
明
王
様
の
尊
前
に
お
供
え
す
る
。 

（
お
酒
は
、
各
自
持
参
く
だ
さ
い) 

 

三 

清
め
の
塩
（
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
を
持
っ
て
滝
場
へ
行
く
。 

 

四 

滝
場
入
口
の
左
右
の
端
に
塩
を
盛
る
。 

 

五 

左
右
に
盛
っ
た
塩
の
間
に
塩
を
撒
き
、
両
足
で
踏
む
。 

 

六 

自
分
自
身
の
上
半
身
・
下
半
身
に
塩
を
か
け
て
自
身
を
清
め
、
滝
場
の
中
に
入
る
。 

 

七 

不
動
明
王
様
の
前
に
て
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
「
滝
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
唱
え
、 

尊
像
に
向
か
っ
て
一
礼
を
行
い
ま
す
。 

 

八 

護
身
法
を
し
た
後
、
滝
に
一
礼
す
る
。 

初
心
者
に
対
し
て
は
、
同
行
の
先
達
が
、
代
わ
っ
て
行
い
ま
す
。 

 

滝
の
前
に
進
み 

 

十 

右
手
、
右
足
、
左
手
、
左
足
の
順
に
、
水
で
濡
ら
す
。 

 

十
一 

両
手
で
胸
に
水
を
か
け
る
。 

 

十
二 

右
肩
よ
り
滝
に
入
り
、
首
の
後
ろ
か
ら
背
中
に
か
け
て
滝
の
水
に
う
た
れ
る
。 

（
頭
に
浴
び
な
い
こ
と
） 

 

十
三 

滝
壺
に
入
り
気
合
を
入
れ
る
。
真
言
、
経
、
祝
詞
、
祓
え
言
葉
を
唱
え
ま
す
。 

 

※
当
院
で
は
、
初
心
者
の
方
に
は
以
下
の
文
言
ど
ち
ら
か
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。 

 

「
南
無
大
日
大
聖
不
動
明
王
」 

 

「
ノ
ウ
マ
ク
・
サ
ン
マ
ン
ダ
バ
ザ
ラ
ダ
ン
・
カ
ン
」 

 

◎
お
滝
に
入
る
と
き
は
、
「
身
心
浄
化
」
を
願
い
、
た
だ
ひ
た
す
ら
入
る
。 

 

唱
え
る
文
言
は
、
も
ち
ろ
ん
般
若
心
経
、
大
咒
。
慈
救
咒
、
等
、
自
ら
が
信
ず
る
経
典
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
な
ん
ら
制
限
は
御
座
い
ま
せ
ん
。 



注 

意 

 
皆
様
は
、
滝
行
を
す
る
と
き
、
願
い
事
の
為
に
、
行
う
苦
行
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
心
（
魂
）
の
垢
を

神
仏
の
加
護
す
る
清
ら
か
な
水
で
洗
い
流
す
こ
と
を
本
来
の
目
的
と
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
滝
行
中
、
水
の

冷
た
さ
、
勢
い
に
耐
え
る
事
に
心
を
向
け
ず
、
水
と
一
体
に
な
る
こ
と
を
主
眼
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
滝

行
を
苦
行
と
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 

己
の
心
（
魂
）
が
清
ら
か
に
な
れ
ば
、
己
の
持
つ
清
ら
か
な
波
動
は
、
自
ら
も
回
り
も
幸
せ
の
波
動
で
包

み
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
願
い
が
通
じ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。 

   

十
四 

徐
々
に
苦
し
さ
が
消
え
て
ゆ
き
水
に
打
た
れ
る
感
覚
だ
け
が
残
り
ま
す
。 

（
先
達
が
、
各
自
、
滝
か
ら
出
る
と
き
は
指
示
い
た
し
ま
す
。
） 

 

十
五 

滝
を
出
て
、
滝
に
一
礼
、
感
謝
の
言
葉
を
唱
え
る
。 

  
 

 

※
持
ち
物 

 

男
性/

腰
巻
（
白
色
）
、
女
性/

滝
行
用
白
衣
（
透
け
防
止
の
イ
ン
ナ
ー
は
何
で
も
良
い
） 

 

ぬ
れ
て
も
い
い
靴
（
滝
場
の
は
裸
足
な
の
で
、
無
く
て
も
良
い
）
タ
オ
ル
、
下
着
な
ど
の
着
替
え 

  
 


